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研究成果の概要（和文）：統合失調症をはじめとする急性期精神障害患者の希望・決定・実行を援助するリハビ
リテーション介入技法を確立するために、本研究を実施した。１）多職種訪問支援対象の精神障害患者91名を後
方視的に一年間調査した結果、自ら外出し福祉資源を利用できる者は精神科病院への入院率が低かった。２）希
望に基づいて地域社会資源について自己学習 することによって、患者の健康感および陰性症状が改善した。
３）訪問リハ介入時の患者と医療関係者の安全について検討するために訪問看護師を対象に調査を実施した。
４）希望・決定・実行を尊重したリハビリテーション介入が暴力や虐待の出現を抑制し、地域生活が可能となっ
た事例を報告した。

研究成果の概要（英文）：We examined the effects of 'the psychiatric rehabilitation of attaching 
importance to severe mental illness patients' wish, decision and performance for their recovery life
 in the community'. 1) Among 91 patients who received multidisciplinary outreach support, those who 
had never used welfare resources are likely to be hospitalized. 2)In addition to usual programs, the
 intervention group studied social resources independently, using the developed slides on a PC, 
showing the improvements in the negative symptoms and the subjective physical health scores. 3)In 
common home-visit settings, 38 of 94 nurses had experienced violence (mainly verbal abuse), 
indicating that the provision of support and a safe environment is important in the psychiatric 
rehabilitation. 4)This rehabilitation could rebuild an adult ADHD patient life by utilizing medical 
knowledge of disability characteristics and expert knowledge of their occupation.

研究分野：精神障害リハビリテーション
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
精神障害者のリカバリー指向のリハビリテーションの重要性が指摘されているが、急性期精神障害者に対するリ
ハビリテーション介入技法は確立されていない。本研究では、統合失調症などの精神障害患者の希望・決定・実
行を援助するリハビリテーション技法の確立を目指し、技法を実践しその効果を検証した。自ら外出し福祉資源
を利用できるような訪問リハプログラムとすること、患者の希望に基づいた地域社会資源の自己学習の要素を取
り入れること、医学知識を利用ながら生活の場での活動に介入すること、急性期患者を対象とする時には安全性
に配慮したプログラムとし介入者を心理的に支える仕組みを包含することが重要であることを明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
精神障害をもつ者のリカバリー指向のリハビリテーションの重要性が指摘されているが、急
性期精神障害者に対するリハビリテーション介入技法は確立されていない。 

 
２．研究の目的 
本研究では、統合失調症をはじめとする急性期精神障害患者の希望・決定・実行を援助する
リハビリテーション介入技法を確立し、効果を検証し、それにより精神障害者の社会参加に
貢献することを目的とする。 
 

３．研究の方法 
 
１）急性期精神障害患者の希望・決定・実行を援助する精神科リハビリテーション介入の確立 
地域生活する精神障害患者 91 名の経過について１年間後方視的に追跡し解析し、急性期症
状の悪化・再燃に対して予防的に働くリハビリテーション介入因子について検討した。 

 
２）希望・決定・実行を援助する精神科リハビリテーション介入の臨床効果 
統合失調症患者が地域のモノや福祉制度などの社会資源を患者自身の希望に応じて主体的
に学ぶことができるように学習環境を設定し、この自己学習によって、地域生活上の障壁と
なっていた自身の健康感/不健康感と陰性症状にもたらされる効果について多施設ＲＣＴ手
法を用いて検討した。 
 

３）希望・決定・実行を援助する精神科リハビリテーション介入の安全性について 
希望・決定・実行を援助する精神科リハビリテーション介入の安全性を高めるための方策検
討のために調査研究を実施した。 

 
４）希望・決定・実行を援助する精神科リハビリテーション介入の地域展開について 
希望・決定・実行を援助する精神科リハビリテーション介入を臨床で実施し、患者の社会の
参加が実際に実現するかどうかについて検討した。 

 
４．研究成果 
 
１）精神障害患者の急性期症状の悪化・再燃予防をもたらすリハビリテーション介入 
多職種訪問支援対象の精神障害患者 91 名（統合失調症 62 名、統合失調感情障害 17 名、妄
想性障害 3 名、気分障害 9 名）を後方視的に一年間調査した結果、自ら外出し福祉資源を利
用できる者は精神科病院への入院率および再入院率が低いことを報告した。したがって地域
生活する精神障害患者への訪問支援においては、地域の精神障害者が他者とつながり他者と
関係性を構築・維持できること、それが実現するようにリハビリテーション介入することが、
症状の悪化・再燃を防ぎ、精神科病院への入院を減らす可能性が高いことを示した（真下ら、
精神障害とリハビリテーション 2016）。 
 
２）地域社会資源の自己学習は、自身の主観的健康感および客観的陰性症状を改善する 
これまでは、社会資源の情報は医療職・福祉職・行政職から患者に一方向性に与えられること
が多く、パターナリスティック（父権主義的）な情報提供であった。そこで、研究者らは、統
合失調症患者が地域のモノや福祉制度などの社会資源を患者自身の希望に応じて主体的に学
ぶことができるように学習環境を設定した。この自己学習によって、地域生活上の障壁となっ
ていた自身の主観的健康感/不健康感が改善し客観的陰性症状も軽快した。この結果は、希望・
決定・実行のプロセスの入り口である希望を表出しやすいように、周囲が社会資源の情報を準
備することが肝要であることを示唆する。こうした工夫こそが、自己学習を促進し、ひいては
希望・決定・実行を促進し、活き活きとした地域生活実現のきっかけとなりうる（西村ら、作
業療法学会 2017 と国際作業療法学会 2018 で報告し、現在国際誌に投稿中）。 
 
３）安全性：急性期リハビリテーション介入時の患者と医療関係者の安全性の確保について  
万一暴力事象が生じると、患者の回復には負の影響をもたらす。そして同時に、訪問看護・リ
ハを中心とする地域リハビリテーションの介入内容に修正が必要となる。そこで、地域で暴力
事象の現状を把握しその予防対策を講じるために、訪問に係わる医療者の暴力暴露状況と対策
の実施状況について調査研究を実施した。訪問看護者の約半数がこれまでのキャリアの中で訪
問時の暴力に遭遇していること、暴力予防対策および暴力事後対策もほとんど実施されていな
いことを報告した（Fujimoto ら、Psychosoc Nurs Ment Health Serv. 2019 および J Psychiatr 
Ment Health Nurs. 2017）。したがってリハ介入においても喫緊に安全性対策を充実させる必
要性がある。 
 
４）臨床展開：希望・決定・実行を尊重したリハビリテーション介入が暴力や虐待の出現を抑制
し、地域生活実現への効果について 



地域生活する精神障害患者の中には、家事や育児などを遂行する際の困りごとから、孤立し、
孤独感が生じ、そのために二次的に暴力や虐待が生じて事例化し入院を繰り返すことがある。
入院対応や施設入所対応は緊急時にはやむを得ない措置であるが、患者と家族が地域生活を希
望し、安全に地域で生活するためには、患者と家族のニーズを適切に把握し他職種連携のもと
で細やかに地域における支援を実施する必要がある。本研究課題の一貫として、オンサイトに
おける希望・決定・実行を尊重したリハビリテーション介入によって、気分障害を合併する成
人期 ADHD 患者が、本介入によって暴力や虐待の再発生を回避し、地域生活が可能となり、
母親としての役割を果たしながら社会への再適応する過程を事例として報告した（真下ら、作
業療法 201９）。 
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